
 

 

 

令和３年度大田区総合防災訓練（震災編）の実施について 

 

 例年、地震発生時の行動や日頃の備え等について普及啓発を図るため、自治会・町

会及び関係機関と連携し、地域住民が参加する訓練を実施している。 

 令和３年度については、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、自宅等に

おいて家族で参加できるよう web会議システム（Zoom）を利用したリモート型による

防災アトラクションを実施する。 

 

１ リモート型防災アトラクションの概要 

（１）委託業者が Zoom によりイベントを配信し、震災に関するドラマ映像や謎解き

問題を出題する。参加者は、震災時に取るべき行動や日頃の備え等について、出

題されたテーマに答えていく構成となっており、震災対策について体験しながら

関心をもってもらえる内容となっている。 

（２）防災アトラクションの主な構成内容（予定） 

   別紙のとおり 

 

２ 日時等 

（１）実施日 

   令和４年３月 20日（日） 

（２）実施時間 

   10 時 00 分～11 時 30 分、13 時 00 分～14 時 30 分、15 時 00 分～16 時 30 分の

計３回実施 

 

３ 対象・募集 

（１）対象：全区民とする。 

（２）区ホームページにリンク設定した予約サイト（委託業者管理）にて募集する。 

（３）募集数：450組（１回 150組×３回） 

（４）募集期間：令和４年３月１日から同３月 17日まで（定員に達し次第締め切り） 

 

４ 周知方法 

（１）区報（３月１日号）、ホームページ、防災ポータル、ツイッター、ラインで周知

する。 

（２）特別出張所等各区施設にチラシを置き、広報するほか、区立小学校の全生徒に

チラシを配布し、参加への呼びかけを行う。 

  

５ その他 

  募集に際し、委託業者による参加者のメールアドレスの収集や防災アトラクショ

ン中に、参加者の任意で容姿を映すこともできること等から、１月 21 日（金）に

開催予定の大田区個人情報保護審議会に諮問予定である。 

防災安全対策特別委員会 

令和４年１月 18日 

総務部 資料７番 

所管 防災危機管理課 



〈地震発生後に自宅での火災を再現した映像〉 （例：消火器の使用方法の問題） 

震災時に必要になる絵を 

もとに謎解きを提示する。 

（例）答え：地震 

 避難先など“地震”をテーマにし

た解説を行う。 

（例）各家庭での備蓄品を確認 

スタンプ機能を活用し、各家庭にある

備蓄品にチェックを入れてもらう。 

別紙 

 

リモート型防災アトラクションの開催イメージ図 

 

① 再現映像をもとにその後の行動等について出題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 謎解きミッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ Zoom の機能を活用した参加イベント 

 


